
日本学術会議
カーボンニュートラル（ネットゼロ）連絡会議（第２回）

これまでの取組と今後の進め方

2022年6月21日（火）16:00～18:00
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資料２



「カーボンニュートラル（ネットゼロ）に関する連絡会議」
設置の背景と趣旨
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カーボンニュートラルの実現をめざす日本、世界の動き

• 日本：「2050年にカーボンニュートラル社会の実現をめざす」。 2050年目標と整合的で、野心的
な目標として、 「2013年度から46％削減することを目指し...さらに50％の高みに向けて、挑戦を
続け」る

• 2021 G7サミット（2021年6月）：「世界の平均気温の上昇を1.5度までに抑える」「遅くとも2050年
までのカーボンニュートラル（ネットゼロ）の実現」が目標として共有、長期目標と整合的な2030
年目標の設定と対策の実施に合意

2050年カーボンニュートラルの実現には、エネルギー、建築物、交通を含むインフラ、産
業などにおいて急速で広範囲なかつてない規模の社会の変革・移行が必要

• 最新の科学に基づき、技術の革新と普及を促し、広範な政策導入、投資の拡大が求められる

中長期的な視角をもって、学術の諸領域が連携・協働し、総合的、俯瞰的な検討が必要
となる課題が少なくない。学術が果たす役割は大きい

2021年Gサイエンス学術会議（2021年3月）でも「ネットゼロと気候変動影響に備えた未
来」についてG7各国政府に対して提言

2021年6月24日記者会見資料
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これまでの主な活動
• 2021年6月：連絡会議の設置

• 2021年7月：運営WGの設置

• 2021年9月16日：第１回連絡会議開催

• 第一、二、三部から80を超える委員会、分科会が参加

• カーボンニュートラルへの取組みに関するHP立上げ
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/carbon_n/index.html

• ロゴの作成

• 2022年3月13日：学術フォーラムカーボンニュートラルシリーズの
第１回開催

カーボンニュートラル実現に向けた学術の挑戦 ～システム転換を目指して

• 2022年3月24日：理学・工学系学協会連絡協議会での意見交換

• 2022年6月21日：第２回連絡会議開催（省庁からのヒアリング等） 3

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/carbon_n/index.html


日本学術会議のカーボンニュートラルの取組みイメージ
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＜社会のニーズに応じた双方向での
情報発信＞

・フォーラム、シンポジウムの開催のシリーズ化
ex. ・学術フォーラム「気候変動等による地球環境の

緊急事態に社会とどう立ち向かうか－環境学の
新展開－」（7/3）

・公開シンポジウム「カーボンニュートラルに向けた
熱エネルギー利用の可能性と課題」（計画中）

・記者会見での説明の充実 など

情報発信

＜グローバルな課題の解決に向け
た
日本の知見の提供＞

・Gサイエンス2021での声明
・IAPの気候変動に関するWGに専門家を
派遣
・STSフォーラム（10月）アカデミー会合で
の議論

・持続可能な社会のための科学と技術
に関する国際会議2021での英国王立協
会やIPCCと連携した議論 など

＜様々なステークホルダーとの積極的な対話・共働＞
・研究者コミュニティ（学協会、国立大学協会など）との意見交換
・産業界との意見交換
・政府関係者との意見交換 など

＜関係する委員会・分科会等の横断的な交流・連携＞
・将来の脱炭素社会ビジョンの提示に向けた検討
・社会のニーズに応じた戦略的な科学的助言の審議・発出 など

科学的助言

国際活動

社会との対
話・共働

カーボンニュートラル（ネットゼ
ロ）に関する連絡会議（R3.6.24設置）

＜中長期的に分野横断の連携を確保する体制＞
・７月より運営WGを開催（執行部、各部の代表者による運営）
・連絡会議がハブとなって、幅広い分野の連携を図り、
諸活動を統一的・戦略的に推進

環境学
委員会

経済学
委員会

農学
委員会

土木工学・
建築学
委員会

洋上風力発電開発
検討小委員会

・・・・
分科会



1.気候システムの解明・観測・予測・気候変動の影響、2.成層圏・対流圏、
3.濃度計測、4.観測プラットフォーム、5.シミュレーション・予測、6.海洋酸性
化・ブルーカーボン、7.地球温暖化、8.激甚災害、9.土地利用・土地利用変
化・林業、10.食料安全保障、11.地球環境観、12.プラネタリ・バウンダリ

1.エネルギーのポートフォリオ、2.電
気・電力、3.風力・太陽光、4.原子力、
5.バイオマス、6.水素、7.アンモニ
ア・メタネーション、8.未利用熱エネ
ルギー

1.炭素吸収固定、2.排出削減、3.緩和策、4.材料・素材、
5.物理・化学・数理科学等、6.経営・金融、7.システム・シ
ミュレーション・可視化、8.大規模施設、9.電力系統等のシ
ステム制御、10.オープンサイエンス、11.ジオサイエンス

1.食料・食料生産流通・フードシステム・食品ロス、
2.医療・歯科、3.材料・素材、4.住宅・建築・都市、
5.自動車・鉄道、6.海洋・船舶・航空・宇宙、7.情
報・通信・コンピュータ、8.生産・ものづくり、
9.カーボンフットプリント

第25期日本学術会議におけるカーボンニュートラル（C.N.）活動の俯瞰図
～ カテゴリーA～Hと主要キーワード ～

A. 地球・気候変動・気象・災害関係
（大気・海・陸、計測・観測、シミュレーション）

B.  C.N.エネルギー
（一次エネルギー、二次エネルギー）

C. 特定分野のC.N.化の取組み D. C.N.のための学術、テクノロジー開発

F.  C.N.とのトレードオフと相乗効果

1.生物多様性保全、2.資源・材料の循環利用、3.安全・安心・
レジリエンス、4.社会的受容、5.健康・公衆衛生、6.大気汚染

1.フューチャー・アース、2.環境学・環境教育、3.技術的開発戦略、4.社会・経済ビジョン、5.世界と日本の施策、6.サーキュラーエコノ
ミー、7.グリーンフレーション、8.制度設計・法・政策、9.企業行動・組織経営、10.企業倫理・社会責任投資、11.経済的手法（税・排出
権取引）、12.循環デザイン、13.土地・国土、14.国際ガバナンス、15.人間行動・行動変容、16.生活デザイン、17.社会変革・合意形成

G.学協会連携 H.国際連携・国際的プレゼンス

4.

E. 包括的アプローチ、ビジョン、社会変革、制度設計・政策、企業活動、人間行動
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日本学術会議におけるカーボンニュートラル（C.N.）活動の俯瞰デザイン
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連絡会議 国際的な連携・発信
• 国際学術団体を通じた/他国アカデミーとの国際的連携、国際的発信

– Gサイエンス2021：「ネットゼロと気候変動影響に備えた未来」につい
てG7各国政府に対して提言

• http://www.scj.go.jp/ja/int/g8/index.html
– インターアカデミーパートナーシップ（IAP）：気候変動×生物多様性の

WGに専門家が参加、提言をまとめる

– ＳＴＳフォーラム（科学技術と人類の未来に関する国際フォーラム）
2021  アカデミープレジデント会議（2021年10月4日）："The effects of 
climate change on the ocean and the polar regions"

– 持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議2021（2022
年1月31日、2月1日）：カーボンニュートラル（ネットゼロ）をテーマに、

英国王立協会副会長をはじめ、中国、英国、ドイツの研究者の参加
を得て開催

– Gサイエンス学術会議2022共同声明（2022年5月31日）

脱炭素化：国際的行動の緊急的必要性
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今後の進め方
１．HP充実・活用
(1) 連絡会議参加の委員会・分科会等の活動内容の掲載 済
(2) 各カテゴリーの専門家によるショート動画掲載 順次作成中

２． C.N.シリーズの学術フォーラムの企画 第２回を企画中
➡ フォーラム企画グループを設定してはどうか

３．連絡会議参加の委員会・分科会等の連携活動に向けた、より一層
の自律的コミュニケーションの促進

➡ C.N.連絡会議に参加する会員・連携会員に関する基本情報の収集、BOXへ
の掲載（そこに登録したメンバーのみ閲覧可）はどうか

４．学術の動向・2023年1月号「カーボンニュートラルへの取組み特集
号」へ向けて 企画・準備中

５．委員会・分科会と協力・連携した意思の表出等

６．Gサイエンス2023に向けてのテーマ出し

７．連携会議として、どのような活動を行っていくべきか。アイデアをい
ただきたい。
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